
～誰もが安全で快適に生活できる
　　　　　　　　バリアフリーのまちづくりをめざして～
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製品開発部門、バリアフリーマップ部門に関する受賞はありません。　※五十音順

【施設部門】

秋田県では、誰もが安全で快適に生活できるバリアフリー社会づくりを県民一体となって
進めるため、平成14年３月に「秋田県バリアフリー社会の形成に関する条例」を制定しました。
その一環として、バリアフリー社会づくりに積極的に取り組んでいる方を表彰し、広く県
民の皆さんに知っていただくことによって、バリアフリーをより一層推進する目的で、「秋田
県バリアフリー推進賞」を実施しています。

E-mail: welfare@pref.akita.lg.jp

施　設　名 所在地 設　置　者
●旭北歯科医院 秋 田 市 医 療 法 人 千 成 会

●子ども発達支援センターオリブ園 秋 田 市 社会福祉法人グリーンローズ

●デイサービスれあれあ 大 館 市 株式会社サンシーロ

●ファーマックスくぼた薬局 秋 田 市 株式会社ファーマックス

【活動部門】
団　体　名 所在地 活 動 内 容

●株式会社秋田キャッスルホテル 秋 田 市 バリアフリーへの取組

受  賞  一  覧受  賞  一  覧

平成29年3月

秋田県バリアフリー推進賞

◆ 秋田県バリアフリー推進賞選考委員会 ◆
秋田県老人クラブ連合会副会長 児玉　長榮

秋田県立大学システム科学技術学部准教授 込山　敦司

ＮＰＯ法人秋田バリアフリーネットワーク 櫻庭　徹

秋田県車いす連合会事務局長 星野　勇

五十音順･敬称略

◆ 秋田県バリアフリー推進賞の概要 ◆
①施設部門（施設の設置者を表彰）
誰もが利用しやすいように配慮された生活関連施設で、条例の整備基準に適合している施設。
既存の施設については、改善に積極的に取り組んでいる施設。

②製品開発部門（製品の開発者を表彰）
高齢者や障害者等の自立支援や介助者の負担軽減を図るための独創的な作品など。製品、
試作品、改良品などの別は問わないが、知的所有権を侵害しないものに限る。

③活動部門（一般部門、ジュニア部門（高校生以下））
バリアフリーに関する啓発活動、高齢者や障害者等の社会参加の支援活動など現在も継続し
ているもの。ただし、一般部門については２年以上の活動実績が必要。

④バリアフリーマップ部門（一般部門、ジュニア部門（高校生以下））
地域におけるバリアフリーマップの作成の取組が対象。ただし、作成したマップを配付、ホー
ムページに掲載するなど、積極的に利活用を行っている場合に限る。

活動部門

ホテル内のスロープホテル内のサイン表示

●株式会社秋田キャッスルホテル ●所在地　秋田市中通一丁目3-5

講
　
評

・「エイジフレンドリーホテル」を目指しており、従業員の自主的な取り組みによる
委員会を設置し、施設面でのバリアフリーについて検討をした上で、計画的に施設の
バリアフリー化を進めているほか、認知症サポーター研修会などを実施し、ソフト面
の対応力向上も進めております。
・他の観光施設のバリアフリーの取組の参考となる事例として期待できます。



秋田県バリアフリー推進賞

２階通路１階通路

●子ども発達支援センターオリブ園
●所在地　秋田市新屋表町8-5
●設置者　社会福祉法人グリーンローズ
●設計者　株式会社汎建築設計事務所

講
　
評

・園内は、構造や内装に秋田杉をふんだんに使用した親しみやすく、「あたたかみ」が
感じられる雰囲気となっています。
・「プレイルーム」の天井を高くし、開放感のある作りとなっています。
・狭い敷地の中に、様々な施設が機能的に配置されています。
・他の施設のバリアフリーへの取組の参考となる事例として期待できます。

秋田県バリアフリー推進賞 施設部門

ト　イ　レ受付カウンター

●ファーマックスくぼた薬局
●所在地　秋田市千秋久保田町6-12
●設置者　株式会社ファーマックス
●設計者　ピーレックス株式会社

講
　
評

・左側から座りやすいように左の肘掛けがないイスを配置し、イスに掛けたままお薬の
受け取りができるカウンターがあります。
・限られたスペースの中で、最大限利用しやすいように配置が考慮されたトイレとなっ
ています。
・他の薬局、薬店のバリアフリーへの取組の参考となる事例として期待できます。

廊　　下診　療　室

●旭北歯科医院
●所在地　秋田市旭北栄町1-4
●設置者　医療法人千成会（せんせいかい）
●設計者　株式会社建築企画

講
　
評

・歯科医院内は、床面が全てフラットな設計となっているほか、車いすからの乗り移り
が容易な施術台が備えられている個室対応も可能となっています。
・歯磨き室、多目的トイレ、男性用・女性用トイレは、廊下の奥行きに従って視覚的に
立体感を持ったデザインとなっています。
・他の歯科医院のバリアフリーへの取組の参考となる事例として期待できます。

施　設　内外　　　観

●認知症対応型通所介護デイサービスれあれあ
●所在地　大館市東台２丁目6-33
●設置者　株式会社サンシーロ
●設計者　手賀信朗建築設計事務所

講
　
評

・デザイン全般が「ハワイ」を意識したものとなっているほか、受付カウンターを中心とし
たワンルームとなっており、利用者がリラックスしてサービスを受けることができます。

・キッチンは対面式となっており、利用者が気軽に利用できるものとなっています。
・毎月最終日曜日に誰でも利用できる認知症カフェ「マハナ」を開き、認知症の方の家
族の相談に乗ったり、認知症についての啓発活動を行っています。
・他の施設のバリアフリーへの取組の参考となる事例として期待できます。

施設部門


